
(57)【要約】

【課題】光ファイバを配線するための配線設備がない場

所であっても、新たな設備の設置を行うことなく、既存

の電気ケーブル用配線設備を流用できる。

【解決手段】装置Ａは、装置Ｂから送られてくる送信デ

ータを受けるラインレシーバ１３と、装置Ｂに受信デー

タを送るラインドライバ１２と、ラインレシーバ１３か

ら出力される信号を光信号に変換し、光信号を電気変換

してラインドライバ１２に出力する機能を有する電気－

光変換回路１１を内蔵している。装置Ａと装置Ｂの間は

、２対４本の信号伝送用電気ケーブルによって接続され

ている。光ファイバ１は、装置Ａまで配線すればよいた

め、屋外を含め、特別な光配線設備を用いなくても光フ

ァイバ１を配線できる場所に装置Ａを設置することによ

り、既存設備に大きな変更や追加を行うことなくメディ

アコンバータの機能を実現できる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 気 信 号 と 光 信 号 を 相 互 に 変 換 す る 機 能 を 有 す る 電 気 － 光 変 換 部 と 、 該 電 気 － 光 変 換 部 に
対 し て 送 信 デ ー タ を 供 給 し 、 ま た 受 信 信 号 か ら 受 信 デ ー タ を 再 生 す る 伝 送 処 理 部 と 、 各 機
能 部 の 動 作 設 定 や 故 障 監 視 を 行 う 監 視 機 能 部 と を 備 え た メ デ ィ ア コ ン バ ー タ に お い て 、
前 記 電 気 － 光 変 換 部 を 内 蔵 す る 一 方 の 装 置 と 、 前 記 伝 送 処 理 部 及 び 前 記 監 視 機 能 部 と を 内
蔵 す る 他 方 の 装 置 と を ２ つ の 筐 体 に 分 離 し 、
前 記 両 装 置 間 で 電 気 信 号 の 送 受 信 を 行 う た め の ラ イ ン ド ラ イ バ 及 び ラ イ ン レ シ ー バ を 各 々
の 装 置 に 内 蔵 し 、
さ ら に 前 記 両 装 置 間 を 少 な く と も １ 本 の 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル に よ っ て 接 続 し た
こ と を 特 徴 と す る 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 両 装 置 間 に お け る 伝 送 エ ラ ー の 検 出 や 伝 送 の 信 頼 性 確 保 あ る い は 信 号 伝 送 に 必 要 な 伝
送 帯 域 の 削 減 等 を 行 う た め の 伝 送 路 符 号 を 生 成 す る 符 号 化 処 理 部 を 前 記 ラ イ ン ド ラ イ バ の
前 段 に 設 け る と と も に 、 前 記 伝 送 路 符 号 か ら 元 の デ ー タ を 再 生 す る 復 号 化 処 理 部 を 前 記 ラ
イ ン レ シ ー バ の 後 段 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー
タ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 一 方 の 装 置 と 前 記 他 方 の 装 置 間 を 接 続 す る 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル と 同 一 被 覆 内 に 収
容 さ れ た 給 電 用 電 気 ケ ー ブ ル に よ っ て 、 前 記 他 方 の 装 置 側 か ら 前 記 一 方 の 装 置 側 に 対 し て
、 該 一 方 の 装 置 の 動 作 に 必 要 な 電 流 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の
分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル に 電 源 電 流 を 重 畳 し て 電 源 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
３ に 記 載 の 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 電 気 － 光 、 光 － 電 気 変 換 機
能 を 有 す る 装 置 を メ デ ィ ア コ ン バ ー タ 本 体 と 分 離 し て 設 置 す る こ と に よ り 、 Ｌ Ａ Ｎ 装 置 な
ど を 設 置 す る 機 械 室 な ど に 直 接 光 フ ァ イ バ を 引 き 込 む こ と な く 、 既 設 の 信 号 伝 送 用 電 気 ケ
ー ブ ル や 電 気 ケ ー ブ ル を 配 置 す る た め に 設 け た 配 管 な ど を 利 用 し て 信 号 を 伝 送 す る こ と が
で き る よ う に し た 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
Ｌ Ａ Ｎ や コ ン ピ ュ ー タ と 周 辺 装 置 の 接 続 な ど に お い て 、 電 気 ケ ー ブ ル に よ る 信 号 伝 送 が 広
く 行 わ れ て い る 。 電 気 ケ ー ブ ル に よ る 接 続 に お い て は 、 電 気 ケ ー ブ ル の 高 周 波 損 失 が 大 き
く 、 高 速 信 号 を 長 距 離 に わ た っ て 伝 送 す る こ と が 難 し い 。 ま た 、 多 数 の 電 気 ケ ー ブ ル を 敷
設 す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 電 気 ケ ー ブ ル か ら 放 射 す る 電 磁 波 が 他 の ケ ー ブ ル に 干 渉 し 、
信 号 品 質 を 劣 化 さ せ る ク ロ ス ト ー ク が 発 生 す る 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
さ ら に 、 電 気 ケ ー ブ ル か ら の 放 射 雑 音 が テ レ ビ な ど 他 の 電 子 機 器 に 影 響 を 与 え る 場 合 も 多
く あ り 、 同 時 に 雷 な ど の 外 部 か ら の 電 磁 雑 音 の 影 響 も 受 け て し ま う 。 こ の よ う な 問 題 を 回
避 し 、 長 距 離 に わ た っ て 良 好 な 信 号 伝 送 を 行 う た め に は 、 光 フ ァ イ バ を 用 い る 光 通 信 の 適
用 が 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
既 存 設 備 を 生 か し た ま ま で 、 長 距 離 の 信 号 伝 送 を 行 う 必 要 が あ る 場 合 や 、 ビ ル 間 な ど 屋 外
を 通 る 信 号 配 線 を 行 う 必 要 が あ る 場 合 な ど に 、 電 気 信 号 と 光 信 号 を 相 互 に 変 換 す る 機 能 を
も つ メ デ ィ ア コ ン バ ー タ を 用 い る こ と が 多 く あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-235859 A 2004.8.19



従 来 の メ デ ィ ア コ ン バ ー タ は 、 単 一 の 装 置 筐 体 内 に 電 気 信 号 と 光 信 号 の 変 換 を 行 う 電 子 回
路 と 、 光 信 号 伝 送 に 適 し た 符 号 化 ・ 復 号 化 処 理 を 行 っ た り 、 光 フ ァ イ バ の 断 線 な ど に よ る
通 信 途 絶 を 検 出 す る た め の 監 視 機 能 を 有 す る 電 子 回 路 を 内 蔵 し て 構 成 し て い る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ ， ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
メ デ ィ ア コ ン バ ー タ の イ ン タ フ ェ ー ス は 、 既 存 装 置 と の 接 続 に 用 い る 電 気 イ ン タ フ ェ ー ス
と 、 対 向 す る メ デ ィ ア コ ン バ ー タ あ る い は Ｐ Ｃ 、 Ｈ Ｕ Ｂ 等 に 内 蔵 す る 光 送 受 信 回 路 と の 通
信 に 使 用 す る 光 イ ン タ フ ェ ー ス の 双 方 を 備 え て お り 、 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ に 対 し て 光 フ ァ
イ バ を 直 接 接 続 す る 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ６ １ ８ ６ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ６ １ ７ ８ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
メ デ ィ ア コ ン バ ー タ を 動 作 さ せ る た め に は 、 内 部 の 電 子 回 路 に 給 電 す る 必 要 が あ る た め 、
従 来 は メ デ ィ ア コ ン バ ー タ 自 体 も Ｌ Ａ Ｎ 装 置 な ど を 収 容 す る 機 械 室 に 設 置 す る こ と が 要 求
さ れ る こ と が 多 か っ た 。 し か し な が ら 、 機 械 室 に 出 入 り す る 信 号 伝 送 用 ケ ー ブ ル は 電 気 ケ
ー ブ ル が 敷 設 さ れ て い る こ と が 多 く 、 ま た 、 電 気 ケ ー ブ ル を 敷 設 す る た め の 配 管 の ス ペ ー
ス も 電 気 ケ ー ブ ル の 敷 設 を 前 提 と し た も の で あ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
し た が っ て 、 急 峻 な 曲 げ に よ る ケ ー ブ ル の 破 損 や 伝 送 損 失 の 増 大 と い っ た 光 フ ァ イ バ 固 有
の 問 題 を 回 避 し な が ら 機 械 室 等 へ 光 フ ァ イ バ を 引 き 込 む た め に は 、 新 た に 光 フ ァ イ バ 用 の
引 込 設 備 を 設 け た り 、 引 込 工 事 を や り 直 す こ と が 必 要 に な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 最 近 は 、 ブ ロ ー ド バ ン ド イ ン タ ー ネ ッ ト ア ク セ ス 用 回 線 と し て 光 フ ァ イ バ を 使 用
す る Ｆ Ｔ Ｔ Ｈ サ ー ビ ス が 行 わ れ る よ う に な っ て お り 、 Ｐ Ｃ な ど の ユ ー ザ 装 置 と 通 信 事 業 者
の ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 の イ ン タ フ ェ ー ス に メ デ ィ ア コ ン バ ー タ が 用 い ら れ て い る 。 そ の 際 、
ユ ー ザ 装 置 の 近 傍 に メ デ ィ ア コ ン バ ー タ を 設 置 す る た め に 一 般 の 住 宅 に 光 フ ァ イ バ を 引 き
込 む こ と が 必 要 に な る が 、 オ フ ィ ス な ど を 収 容 す る ビ ル と は 異 な り 、 光 フ ァ イ バ の 引 き 込
み が 考 慮 さ れ て い る こ と は ほ と ん ど な く 、 前 述 の 光 フ ァ イ バ 引 込 に お け る 問 題 点 は よ り 顕
著 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 光 フ ァ イ バ の 引 き 込 み が で き な い 場 合 に 、 屋 外 に メ デ ィ ア コ ン バ ー タ を 設 置 し 、 Ｕ
Ｔ Ｐ な ど の メ タ ル ケ ー ブ ル を 用 い て ユ ー ザ 装 置 へ 接 続 す る 方 法 も 考 え ら れ る が 、 こ の 場 合
に は 、 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ を 設 置 す る 場 所 に 電 源 が 必 要 と な り 、 新 た に 電 源 工 事 を 行 う 必
要 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 光 フ ァ イ
バ を 配 線 す る た め の 配 線 設 備 が な い 場 所 で あ っ て も 、 新 た な 設 備 の 設 置 を 行 う こ と な く 、
既 存 の 電 気 ケ ー ブ ル 用 配 線 設 備 を 流 用 で き る よ う に し た 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 電 気 信 号 と 光 信
号 を 相 互 に 変 換 す る 機 能 を 有 す る 電 気 － 光 変 換 部 と 、 該 電 気 － 光 変 換 部 に 対 し て 送 信 デ ー
タ を 供 給 し 、 ま た 受 信 信 号 か ら 受 信 デ ー タ を 再 生 す る 伝 送 処 理 部 と 、 各 機 能 部 の 動 作 設 定
や 故 障 監 視 を 行 う 監 視 機 能 部 と を 備 え た メ デ ィ ア コ ン バ ー タ に お い て 、 前 記 電 気 － 光 変 換
部 を 内 蔵 す る 一 方 の 装 置 と 、 前 記 伝 送 処 理 部 及 び 前 記 監 視 機 能 部 と を 内 蔵 す る 他 方 の 装 置
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と を ２ つ の 筐 体 に 分 離 し 、 前 記 両 装 置 間 で 電 気 信 号 の 送 受 信 を 行 う た め の ラ イ ン ド ラ イ バ
及 び ラ イ ン レ シ ー バ を 各 々 の 装 置 に 内 蔵 し 、 さ ら に 前 記 両 装 置 間 を 少 な く と も １ 本 の 信 号
伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル に よ っ て 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 両 装 置 間 に お け る
伝 送 エ ラ ー の 検 出 や 伝 送 の 信 頼 性 確 保 あ る い は 信 号 伝 送 に 必 要 な 伝 送 帯 域 の 削 減 等 を 行 う
た め の 伝 送 路 符 号 を 生 成 す る 符 号 化 処 理 部 を 前 記 ラ イ ン ド ラ イ バ の 前 段 に 設 け る と と も に
、 前 記 伝 送 路 符 号 か ら 元 の デ ー タ を 再 生 す る 復 号 化 処 理 部 を 前 記 ラ イ ン レ シ ー バ の 後 段 に
設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 一 方 の 装 置
と 前 記 他 方 の 装 置 間 を 接 続 す る 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル と 同 一 被 覆 内 に 収 容 さ れ た 給 電 用
電 気 ケ ー ブ ル に よ っ て 、 前 記 他 方 の 装 置 側 か ら 前 記 一 方 の 装 置 側 に 対 し て 、 該 一 方 の 装 置
の 動 作 に 必 要 な 電 流 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 信 号 伝 送 用 電 気 ケ
ー ブ ル に 電 源 電 流 を 重 畳 し て 電 源 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 述 し た よ う に 、 電 気 ケ ー ブ ル に よ る 配 線 を 前 提 と し て 構 築 さ れ た 配 線 シ ス テ ム を 用 い て
光 フ ァ イ バ に よ る 配 線 を 行 う こ と は 難 し く 、 光 フ ァ イ バ の 配 線 用 に 新 た な 配 線 シ ス テ ム を
構 成 す る こ と が 必 要 で あ っ た 。 本 発 明 の 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ に お い て は 、 メ デ ィ ア
コ ン バ ー タ の 機 能 を 、 電 気 信 号 と 光 信 号 の 変 換 を 行 う 部 分 （ 装 置 Ａ ） と 、 監 視 機 能 な ど そ
の 他 の 機 能 を 実 現 す る 部 分 （ 装 置 Ｂ ） の ２ つ の 筐 体 で 構 成 し 、 そ の 間 を 従 来 用 い ら れ て い
る 電 気 ケ ー ブ ル で 接 続 す る こ と で 実 現 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ れ に よ っ て 、 機 械 室 な ど 電 気 イ ン タ フ ェ ー ス を 有 す る 装 置 を 設 置 し て い る エ リ ア の 外 部
に 、 電 気 信 号 と 光 信 号 を 相 互 に 変 換 す る 機 能 を 設 置 す る こ と が 可 能 と な り 、 機 械 室 等 へ 光
フ ァ イ バ を 引 き 込 む た め の 新 た な 設 備 を 設 け る 必 要 が な く な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 電 気 信 号 と 光 信 号 を 相 互 に 変 換 す る 装 置 Ａ を 駆 動 す る 電 源 に つ い て も 、 装 置 Ａ に 必
要 最 小 限 の 機 能 だ け を 内 蔵 し て 低 電 力 化 を 図 る こ と に よ っ て 、 機 械 室 に 設 置 す る 装 置 Ｂ か
ら 供 給 す る こ と が 可 能 と な り 、 屋 外 な ど 、 給 電 設 備 の な い 場 所 に お い て も 、 電 気 － 光 相 互
変 換 機 能 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う に 、 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ を 用 い て 実 現 す る 光 伝 送 に お い て 、 既 存 の 電 気 配 線 シ ス
テ ム を 用 い て 電 気 － 光 相 互 変 換 を 実 現 す る こ と が で き 、 光 フ ァ イ バ の 引 込 ・ 配 線 の た め に
新 た な 設 備 を 設 置 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 態 様 に つ い て 説 明 す る 。
［ 実 施 形 態 １ ］
図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ の 実 施 形 態 １ を 説 明 す る た め の 構 成 図 で
、 図 中 符 号 １ は 光 フ ァ イ バ 、 ２ は 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル 、 ３ は 電 気 ケ ー ブ ル 、 １ ０ は 一
方 の 装 置 Ａ 、 １ １ は 電 気 － 光 変 換 回 路 、 １ ２ は ラ イ ン ド ラ イ バ 、 １ ３ は ラ イ ン レ シ ー バ 、
２ ０ は 他 方 の 装 置 Ｂ 、 ２ １ は ラ イ ン レ シ ー バ 、 ２ ２ は ラ イ ン ド ラ イ バ 、 ２ ３ は 監 視 制 御 回
路 、 ２ ４ は 伝 送 処 理 回 路 、 ２ ５ は 電 源 回 路 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
装 置 Ｂ は 、 電 気 － 光 変 換 回 路 １ １ に 対 し て デ ー タ を 送 信 し 、 ま た 、 電 気 － 光 変 換 回 路 １ １
か ら の デ ー タ を 受 信 す る 機 能 を 有 す る 伝 送 処 理 回 路 ２ ４ と 、 監 視 機 能 や 制 御 機 能 等 を 実 現
す る 監 視 制 御 回 路 ２ ３ と 、 電 源 回 路 ２ ５ と 、 装 置 Ａ に デ ー タ を 伝 送 す る ラ イ ン ド ラ イ バ ２

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-235859 A 2004.8.19



２ と 、 装 置 Ａ か ら の デ ー タ を 受 信 す る ラ イ ン レ シ ー バ ２ １ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 装 置 Ａ は 、 装 置 Ｂ か ら 送 ら れ て く る 送 信 デ ー タ を 受 け る ラ イ ン レ シ ー バ １ ３ と 、 装
置 Ｂ に 受 信 デ ー タ を 送 る ラ イ ン ド ラ イ バ １ ２ と 、 ラ イ ン レ シ ー バ １ ３ か ら 出 力 さ れ る 信 号
を 光 信 号 に 変 換 し 、 ま た 、 光 信 号 を 電 気 変 換 し て ラ イ ン ド ラ イ バ １ ２ に 出 力 す る 機 能 を 有
す る 電 気 － 光 変 換 回 路 １ １ を 内 蔵 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ に 示 し た 構 成 で は 、 装 置 Ａ と 装 置 Ｂ の 間 を ２ 対 ４ 本 の 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル に よ っ
て 接 続 し 、 信 号 を 平 衡 伝 送 す る 場 合 の 構 成 例 を 示 し て い る 。 こ の 図 １ に は 図 示 し て い な い
が 、 装 置 Ａ を 駆 動 す る 電 源 は 別 途 必 要 と な る 。 こ の よ う な 図 １ に 示 し た 構 成 で は 、 光 フ ァ
イ バ １ は 、 装 置 Ａ ま で 配 線 す れ ば よ い た め 、 屋 外 を 含 め 、 特 別 な 光 配 線 設 備 を 用 い な く て
も 光 フ ァ イ バ １ を 配 線 で き る 場 所 に 装 置 Ａ を 設 置 す る こ と に よ り 、 既 存 設 備 に 大 き な 変 更
や 追 加 を 行 う こ と な く メ デ ィ ア コ ン バ ー タ の 機 能 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
［ 実 施 形 態 ２ ］
図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ の 実 施 形 態 ２ を 説 明 す る た め の 構 成 図 で
、 図 中 符 号 １ ４ は 符 号 化 ・ 復 号 化 回 路 で 、 そ の 他 、 図 １ と 同 じ 機 能 を 有 す る 構 成 要 素 に は
同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
符 号 化 ・ 復 号 化 回 路 １ ４ は 、 装 置 Ａ と 装 置 Ｂ の 間 の 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル ２ に よ る 伝 送
で 生 じ る 伝 送 エ ラ ー を 検 出 ・ 訂 正 し た り 、 伝 送 帯 域 を 低 減 さ せ る た め の 符 号 化 ・ 復 号 化 な
ど の 機 能 を 有 し て お り 、 ラ イ ン ド ラ イ バ １ ２ の 前 段 及 び ラ イ ン レ シ ー バ １ ３ の 後 段 に 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 符 号 化 ・ 復 号 化 回 路 １ ４ に は 、 例 え ば 、 Ｌ Ａ Ｎ で 一 般 的 に 用 い ら れ る 物 理 層 イ ン タ フ
ェ ー ス 用 Ｉ Ｃ な ど を 流 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 符 号 化 ・ 復 号 化 回 路 １ ４ を 付 加 す る
こ と に よ っ て 、 装 置 Ａ と 装 置 Ｂ の 間 を 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル ２ で 接 続 す る こ と に 伴 う 伝
送 エ ラ ー の 発 生 な ど の 問 題 点 を 解 消 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
［ 実 施 形 態 ３ ］
図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ の 実 施 形 態 ３ を 説 明 す る た め の 構 成 図 で
、 図 中 符 号 ２ ａ は 給 電 用 電 気 ケ ー ブ ル 、 １ ５ は 受 電 回 路 、 ２ ６ 送 電 回 路 で 、 そ の 他 、 図 １
と 同 じ 機 能 を 有 す る 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ３ に 示 す 構 成 は 、 実 施 形 態 １ で 説 明 し た 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ の 基 本 的 な 構 成 に 対
し 、 装 置 Ｂ か ら 装 置 Ａ へ 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル ２ と 同 一 の 被 覆 内 に あ る 別 の 給 電 用 電 気
ケ ー ブ ル ２ ａ を 用 い て 給 電 す る 機 能 を 付 加 し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 装 置 Ｂ の 内 部 に 新
た に 送 電 回 路 ２ ６ を 設 け る と と も に 、 装 置 Ａ の 内 部 に は 受 電 回 路 １ ５ を 設 け た も の で あ る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
送 電 回 路 ２ ６ と 受 電 回 路 １ ５ の 間 を 、 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル ２ と 同 一 被 覆 内 に あ る 給 電
用 電 気 ケ ー ブ ル ２ ａ に よ っ て 接 続 し 、 装 置 Ｂ か ら 装 置 Ａ へ の 給 電 を 可 能 と す る 。 こ の 構 成
を 採 る こ と で 、 装 置 Ａ に 対 し て 給 電 を 行 う た め の 電 源 設 備 工 事 が 不 要 と な り 、 屋 外 な ど 既
存 の 電 源 設 備 が 存 在 し な い 環 境 で あ っ て も 装 置 Ａ を 設 置 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 実 施 形 態 で は 、 実 施 形 態 １ で 説 明 し た 基 本 的 な 分 離 構 成 に つ い て 説 明 し た が 、 実 施 形 態
２ の 構 成 で あ っ て も 同 様 の 給 電 構 造 を 採 る こ と が 可 能 で あ る 。 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル ２
と し て は 、 信 号 伝 送 用 電 線 の 他 に 給 電 用 電 線 が 同 一 の 被 覆 内 に 内 蔵 さ れ た ケ ー ブ ル が 必 要
で あ る が 、 一 般 的 な Ｕ Ｔ Ｐ ケ ー ブ ル 等 で あ っ て も 、 信 号 伝 送 用 電 線 と 給 電 用 電 線 を 確 保 す
る こ と が 可 能 で あ り 、 特 殊 な ケ ー ブ ル は 必 要 な い 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
［ 実 施 形 態 ４ ］
図 ４ は 、 本 発 明 に 係 る 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ の 実 施 形 態 ４ を 説 明 す る た め の 構 成 図 で
、 図 中 符 号 １ ６ ， ２ ７ は ト ラ ン ス で 、 そ の 他 、 図 ３ と 同 じ 機 能 を 有 す る 構 成 要 素 に は 同 一
の 符 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
実 施 形 態 ３ で 説 明 し た 給 電 方 法 で は 、 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル ２ 内 に 給 電 用 電 線 を 確 保 す
る こ と が 必 要 と な る た め 、 ケ ー ブ ル 芯 線 の 利 用 効 率 が 低 下 す る 。 こ れ に 対 し 、 図 ４ に 示 し
た 実 施 形 態 ４ で は 、 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル ２ の 両 端 に 、 信 号 成 分 の み を 通 過 さ せ る た め
の ト ラ ン ス １ ６ ， ２ ７ を 設 け 、 こ れ を 経 由 し て 信 号 の や り 取 り を お こ な う 。 同 時 に 、 装 置
Ａ か ら 装 置 Ｂ に 向 か う 方 向 の 信 号 を 伝 送 す る 信 号 線 と 、 装 置 Ｂ か ら 装 置 Ａ に 向 か う 信 号 を
伝 送 す る 信 号 線 に 、 装 置 Ｂ 内 部 の 送 電 回 路 ２ ６ か ら 直 流 電 源 を 重 畳 さ せ 、 さ ら に 、 装 置 Ａ
内 部 の 受 電 回 路 １ ５ に よ っ て 直 流 電 源 を 取 り だ す 構 成 を 採 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ れ に よ り 、 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル と 別 に 給 電 用 電 線 を 確 保 す る 必 要 が な く な り 、 ケ ー
ブ ル 芯 線 の 利 用 効 率 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 電 気 信 号 と 光 信 号 を 相 互 に 変 換 す る 機 能 を 有 す る 電
気 － 光 変 換 部 と 、 電 気 － 光 変 換 部 に 対 し て 送 信 デ ー タ を 供 給 し 、 ま た 受 信 信 号 か ら 受 信 デ
ー タ を 再 生 す る 伝 送 処 理 部 と 、 各 機 能 部 の 動 作 設 定 や 故 障 監 視 を 行 う 監 視 機 能 部 と を 備 え
た メ デ ィ ア コ ン バ ー タ に お い て 、 電 気 － 光 変 換 部 を 内 蔵 す る 一 方 の 装 置 と 、 伝 送 処 理 部 及
び 監 視 機 能 部 と を 内 蔵 す る 他 方 の 装 置 と を ２ つ の 筐 体 に 分 離 し 、 両 装 置 間 で 電 気 信 号 の 送
受 信 を 行 う た め の ラ イ ン ド ラ イ バ 及 び ラ イ ン レ シ ー バ を 各 々 の 装 置 に 内 蔵 し 、 さ ら に 両 装
置 間 を 少 な く と も １ 本 の 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル に よ っ て 接 続 し た の で 、 光 フ ァ イ バ を 配
線 す る た め の 配 線 設 備 が な い 場 所 で あ っ て も 、 新 た な 設 備 の 設 置 を 行 う こ と な く 、 既 存 の
電 気 ケ ー ブ ル 用 配 線 設 備 を 流 用 し て メ デ ィ ア コ ン バ ー タ を 設 置 す る こ と が で き る よ う に な
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ の 実 施 形 態 １ を 説 明 す る た め の 構 成 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ の 実 施 形 態 ２ を 説 明 す る た め の 構 成 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ の 実 施 形 態 ３ を 説 明 す る た め の 構 成 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 分 離 型 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ の 実 施 形 態 ４ を 説 明 す る た め の 構 成 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 光 フ ァ イ バ
２ 　 信 号 伝 送 用 電 気 ケ ー ブ ル
３ 　 電 気 ケ ー ブ ル
１ ０ 　 一 方 の 装 置 Ａ
１ １ 　 電 気 － 光 変 換 回 路
１ ２ 　 ラ イ ン ド ラ イ バ
１ ３ 　 ラ イ ン レ シ ー バ
１ ４ 　 符 号 化 ・ 復 号 化 回 路
１ ５ 　 受 電 回 路
１ ６ 　 ト ラ ン ス
２ ０ 　 他 方 の 装 置 Ｂ
２ １ 　 ラ イ ン レ シ ー バ
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２ ２ 　 ラ イ ン ド ラ イ バ
２ ３ 　 監 視 制 御 回 路
２ ４ 　 伝 送 処 理 回 路
２ ５ 　 電 源 回 路
２ ６ 　 送 電 回 路
２ ７ 　 ト ラ ン ス

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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